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一一　
６
月
議
会

に
お

い
て
、

一
「
夕
張
市

石
炭
博
物
館
設

一
置
条
例
」
が
変
更
さ
れ
、

一
担
当
課
も

こ
れ
ま

で
の
産

〓業
課
か
ら
教
育
委
員
会
ヘ

〓変
更
に
な
り
ま
し
た
。

一
一

　

◆

◆

◆

◆

一一　
新

し

い
条
例

は

「
夕
張

〓
市

郷
土
文
化
施

設
設
置
条

一
例
」
（
下
図
）
で
、
こ
れ
ま

〓で
の
博
物
館
の
み
の
条
例

一
で
は
な
く
、　
Ｓ
Ｌ
館
や
炭

〓鉱
生
活
館
。
ゆ
う
ば
り
化

〓石
館
・
炭
鉱
遺
産
群
と
し

一
て
旧
坑
道

の
入

口
や
跨
線

〓橋
・
橋
・
隧
道
、
鎮
魂
の

一
像
な

ど
も
含

め
た
条

例
と

〓な
っ
て
い
ま
す
。

一一　
歴
史

を
さ

か

の
ぼ

る
と
、

〓１
９
７
０
年
に
「市
民
か

夕 張 市 郷 土文 化 施 設 設 置 条 例 (概要 )

(目 的 )

第 1条  この条例 は、貴重な歴史 と地域文化 を後世

に継承す る郷土文化施設 として、夕張市 rll土 文化施

設 (以 下 「施設」 とい う。 )の 設置 について必要 な事

項 を定 め、 もつて、市民の教育、学術 、文化及 び地

域 の発展 に寄与す ることを 目的 とす る。

(名 称及び位 置 )

第 2条 施設 の名称及び位置 は、次の とお りとす る。

1夕 張市石炭博物館・・ ・高松 7番地

2 SL館 ・・・ 高松 1番 地

3炭鉱 生活館・・ ・高松 7番地

4ゆ うば り化石館・・・ ″

5炭鉱遺産群

(1)旧 北炭 夕張炭鉱北上坑坑道入 ロ

(2)旧 北炭 夕張炭鉱千歳坑坑道入 ロ

(3)旧 北炭 夕張炭鉱最上坑坑道入 口

(4)1日 北炭 夕張炭鉱長 良坑坑道入 ロ

(5)旧 北炭夕張炭鉱 西斜坑坑道入 ロ

(6)旧 北炭 夕張炭鉱 千歳坑扇風機風道坑道入 口

(7)1日 北炭 夕張炭鉱石狩坑坑道入 口

(8)旧 北炭 夕張炭鉱 隅 田坑坑道入 口

(9)旧 北炭夕張炭鉱天龍坑人車斜坑坑 口

(10)1日 北炭 夕張炭鉱天龍坑資材斜坑坑 口

(11)旧 北炭夕張炭鉱神通坑坑道入 口

(12)1日 北炭 夕張炭鉱模擬坑道 (史蹟夕張砿 )

(13)夕 張の石炭大露頭

(14)採炭救国坑夫の像 (進 発の像 )

(15)1日 北炭夕張炭鉱 専用鉄道高松跨線橋

(16)1日 北炭夕張炭鉱高松 ズ リ捨線扶橋

(17)旧 北炭夕張炭鉱 高松 ズ リ捨線 スキ ップ隧道

(18)旧 北炭夕張炭鉱 高松 ズ リ捨線ベル ト隧道西坑 門

6鎮魂 の像

ら

の
寄
贈
資
料
を
基
に
し

た

「
夕
張
市
郷
土
資
料
室
」
。

そ

の
後
、

石
炭
産
業

の

資
料
を
中
心
に
、
収
集

・

展
示
を
行
う

「
夕
張
市
炭

鉱
資
料
館
」
と
な
り
、
道

内

で
も
数
少
な

い
、
産
業

に
関
す
る
資
料
館
に
。

コ駆軍から饉顕鑽聡

石
炭
産
業

の
斜
陽
化
を

受
け
、
夕
張
市

は
石
炭
産

業
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、

「
炭
鉱
か
ら
観
光

へ
」
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
。

１
９
８
０
年
、
石
炭

の

歴
史
村
」

の
整
備
に
合
わ

せ
て
、
そ

の
中
核
施
設
と

し
て
観
光
施
設

「
石
炭
博

物
館
」
オ
ー
プ

ン
。

」２
０
１
０
年

の

「
石
炭

博
物
館

の
あ
り
方
検
討
委

員
会
報
告
書
」

で
は
…
大

規
模
修
繕

の
必
要
性
と
、

開
館
以
来
、
主

に
市
外
か

ら

の
観
光
集
客
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、

こ
の

こ
と
が
市
民

の
間
に

一
定

の

「
距
離
感
」
を
生
み
、

…
持
続
可
能
な

石
炭
博
物

館

の
維
持

の
た
め
に
は
、

市
民

の
理
解
と
協
働
が
不

可
欠
。

…
将
来
に
は
、
石

炭
博
物
館
と

い
う
単
館
施

設
だ
け
で
は
な
く
、
「
石
炭

の
歴
史
村
」

エ
リ
ア
全
体

を

活
性
化
す

る
必
要
が
あ

る
。
市
内

に
残
さ

れ
た

石

炭
産
業
遺

産

を
、
時
と
と

も

に
失
わ

せ

る

こ
と
な
く
、

こ
う

し
た
資

源
を
活

か
し

た
ま
ち
づ

く

り

に
取

り
組

ん

で

い
く
方

策

の
検
討

と

が
重

要

‥
と

い
う
答
申

も

出
さ

れ

て

い
ま

し
た
が
、

実

現
さ

れ

て
き
ま

せ
ん

で

し
た
。

２
０
１
１
年

３
月

に
は
、

″
我

が

国

の

近

代

化

を

支

え

た

石

炭

産

業

の
貴

重

な

歴

史

と

地

域

文

化

を

後

世

に

継

承

す

る

施

設

″
と

し

て

「
夕
張
市

石

炭

博
物
館

設
置
条

例
」
が

り を 施 産 設
ま 行 設 業 置
す つ の 課 さ°

て 補 の れ
き 修 所

｀

た ・ 管 観
経 維 へ 光
緯 持 移 課
が 管 さ か

あ 理 れ ら

引『
夕
張

の
歴
史
と
文
化

を
学
ぶ
会
』
（
田
巻
松
雄

・

上
木
和
正
共
同
代
表
）

の

矢

野
牧
夫
共
同
副
代
表
ら

と
と
も
に
活
動
を
進
め
て

き
た
、
く
ま
が

い
桂
子
市

議
は
、

こ
れ
ま

で
の
議
会

質
問

の
中

で

「
市
内
各
地

の
旧
坑

口

・
美
術
館

。
図

無 4/壕   饉
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所 等 る 効 社 で こ 残 て 含 書

管 の よ に 会 あ と し 条 め コ

し 設 う 市 教 る
°

て 例
｀

|

～～～ 「第43回 雪月花展」開催さ1賊5～～～

L
は
な

く
、
教
育

委
員
会

が

所
管

し
、

子
ど
も
た
ち
や

市

民

の
社
会

教
育

の
場

と

し

て
活
用
を
」
と
提
案

を

し
て
き
ま

し
た
。

「市
民
向
け
の
事
業
を
」

警
委
曇

教
育
委
員
会

の
石
炭
博

物
館
担
当
職
員
は
、
コ
」
れ

ま
で
も
学
術
指
導
と

い

う立
場
で
指
導
助
言
は
じ

て
　
き
た
が
、

こ
れ
か

ら
は
担
当
所
管
と
し
て

市
民
向
け
の
事
業
を
考

え
て
い
き
た
い
。

財
政
再
生
団
体
と

い

う
予
算

の
都
合
上
、
博

物
館
類
似
施
設
と

い
う

く
く
り
だ
が

（
博
物
館

第

４３
回
雪
月
花
展
が
、
７
月

‐７
日
か
ら

２０
日
ま
で
、
市
民
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

雪
月
花
展
で
は
、
雪

【
短
歌

・

俳
句

・
川
柳
】
の
方
が
作
歌
し

た
歌
と
句
を
、
月

【
書
道
】
と
、

花

【
華
道
】
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
で
表
現
し
、
毎
年
展
示

を
続
け
て
い
ま
す
。

夕
張

の
雪
月
花
展
は
香
り
高

い
文
化
、
ま
た
、
風
物
詩
と
し

て
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
人

々
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
も

【
雪
】
【
月
】
【
花
】
で
合

計

７２
点

の
力
作
が
出
品
さ
れ
、

市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

み

な

し

施

設

¨
全
国

の
７

割

が

こ

の

形

態
）
市
民
と
協

働

で
き
る

『
博

物
館
友

の
会
』

な

ど

も

視

野

に

検

討

を

進

め
て

い
ま
す
」

と

話

し

て

い

ま
し
た
ｃ

第21回夕張高校学校祭 7/6～7/7今年も元気に:

夕張夢再生館
『ホ

゜
ジ ″愛ランド』出店

オープニンク・コンサ ー ト:ま

波 多 野僣 子 さん ヨ

7月 7日 、「ボランティア愛ランド北海道 2013

1N夕 張」のオープニングを飾った、波多野信

子さんと久々の再会 !(「 十数年前音楽イベン

トでご一緒しました」一夢再生館代表三島さん。

「新婦人や緑が丘保 育園で一緒 に子育て。活

動しました」一くまがい桂子市議 )

は
た
や
ま
和
也

『
か
け
あ
る
記
』

最
後
の
お
願
い

日
本
共
産
党

・
道
政
策
委
員
長

は
た
や
ま

和

也

参
院
選
も
間
も
な
く
投
票
日
。
私
も
最
後
ま
で
、
政
党
カ

ー
か
ら
日
本
共
産
党

の
政
策
と
持

っ
て
い
る
力
を
訴
え
ま
す
。

選
挙
期
間
中
、
い
ろ
ん
な
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
千
歳
市

で
は
、
自
衛
隊
と
の
共
同
訓
練
で
来
て
い
た
米
兵
と
同
じ
ホ
テ

ル
に
！
　
思
わ
ず
身
構
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
政
党
カ
ー
の

「
日
本
共
産
党
」
と

い
う
漢
字
が
わ
か
ら
な
か

つ
た
よ
う
で

す
。福

島
県
か
ら
避
難
し
て
き
た
、
と
い
う
方
と
も
お
会

い
し
ま

し
た
。
「
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
報
じ
て
な

い
け
ど
、
自
殺
し
て

い
る
農
家
も

い
る
の
よ
」
と
の
言
葉
が
、
胸
に
突
き
刺
さ
り
ま

す
。
そ
の
翌
日
に
、
福
島
で
は
汚
染
水
が
海
に
流
れ
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

「
六
十
贈
あ

っ
た
体
重
が
、
戦
場
で
二
十
贈
台
ま
で
減

っ
た
」

と
戦
争
体
験
を
話
し
て
く
れ
た
、
高
齢

の
男
性
。
「
子
ど
も
た

ち
に
は
、
平
和
な
社
会
を
残
し
ま
し
ょ
う
」
と
ガ

ッ
チ
リ
握
手

し
ま
し
た
。

政
党
カ
ー
に
近
づ

い
て
き
て

「
社
会
党
を
応
援
し
、
民
主
党

も
応
援
し
て
き
た
。
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ダ
メ
だ
と
、
選
挙
区
候
補

に
も
言

っ
て
や

っ
た
。
共
産
党
が
頼
み
だ
」
と
、
も
の
す
ご

い

勢

い
で
話
さ
れ
る
男
性
も

い
ま
し
た
。

自
転
車
を
止
め
て
最
後
ま
で
話
を
聞
く
若
者

の
姿
、
演
説
が

終
わ

っ
た
と
た
ん
バ

ツ
と
窓
を
開
け
て
手
を
振

っ
て
く
れ
た

団
地
の
方
、
抱

っ
こ
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
手
を
取

っ
て
手
を
振
り

返
し
て
く
れ
る
若

い
お
母
さ
ん
…
…
毎
日
ど
こ
か
で
、
必
ず
新

し
い
出
会

い
が
あ
り
ま
す
。

最
後

の
お
願
い
に
な
り
ま
す
。
も

っ
と
も

っ
と
、
日
本
共
産

党

の
こ
と
を
お
広
げ
く
だ
さ

い
。
日
本
共
産
党
が
伸
び
れ
ば
、

必
ず
政
治
を
変
え
ら
れ
ま
す
！

市議くまがい桂子 UL http称繭ntumagai‐keiko.net/も ぜひご覧ください。*日 本共産党夕張市委員会 HP http功叫b.nejttCpyub翻


